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は
し
が
き

　

中
国
は
一
九
九
三
年
か
ら
石
油
の
純
輸
入
国
と
な
り
、
今
日
は
約

二
億
ト
ン
（
国
内
生
産
と
ほ
ぼ
同
量
）、
鉄
鉱
石
は
約
五
億
ト
ン
近

く
輸
入
す
る
事
態
と
な
っ
た
。
こ
の
二
品
目
は
人
々
に
よ
く
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
他
の
鉱
物
資
源
の
輸
入
量
も
増
大
し
て

い
る
。
無
尽
蔵
と
言
わ
れ
て
い
た
石
炭
も
二
〇
〇
九
年
は
一
億
ト
ン

以
上
の
純
輸
入
国
と
な
っ
た
。
図
１
は
銅
、
亜
鉛
、
錫
な
ど
一
〇
種

の
有
色
金
属
の
輸
出
入
額
を
示
し
た
図
で
あ
る
。
二
一
世
紀
に
入
っ

て
輸
出
入
と
も
急
増
し
て
い
る
こ
と
と
輸
入
が
輸
出
の
二
・
四
倍
近

い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
理
由
は
需
要
の
急
増
に
対
し
、
素
材
生
産

能
力
よ
り
む
し
ろ
原
料
鉱
石
の
不
足
に
あ
る
。
原
料
鉱
石
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
資
源
の
取
得
が
今
日
の
中
国
経
済
の
最
大
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
。

　

少
数
民
族
地
域
は
諸
原
料
鉱
石
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
埋
蔵
量
が

豊
富
で
あ
る
。
こ
こ
の
資
源
の
開
発
が
少
数
民
族
地
区
政
策
の
中
核

と
し
て
登
場
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
こ
の
問
題
を
取
り
扱
う
。

　

少
数
民
族
地
域
は
広
範
に
及
ぶ
。
そ
こ
で
主
に
内
蒙
古
、
寧
夏
、

青
海
、
チ
ベ
ッ
ト
、
新
疆
を
分
析
対
象
と
し
、
そ
の
他
の
辺
疆
省
・

自
治
区
は
必
要
に
応
じ
て
言
及
す
る
に
と
ど
め
る
。
本
土
諸
省
と
比

較
す
る
と
よ
り
鮮
明
に
こ
れ
ら
の
地
域
の
特
質
が
描
け
る
の
で
、
沿

海
部
か
ら
三
省
、
中
部
か
ら
三
省
を
比
較
の
場
と
し
て
取
り
上
げ

る
。
な
お
、
使
用
資
料
は
『
新
中
国
六
十
年
統
計
滙
編
』
を
中
心

に
、
当
該
省
・
自
治
区
年
鑑
や
資
源
関
係
の
年
鑑
及
び
民
族
統
計
年

鑑
を
用
い
る
。
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図１　有色金属の輸出入額

出所：中国有色金属工業協会編『新中国有色金属工業60年』中南大学出版社、2009年、8頁。
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一
　
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
み
る
少
数
民
族
省
・
自
治
区
の
特
徴

㈠
　
異
常
な
超
高
度
成
長

　

Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
成
長
率
で
二
一
世
紀
に
入
っ
た
中
国
経
済
を
み
る
と
異

常
な
超
高
度
成
長
で
あ
る
。
こ
れ
が
省
・
自
治
区
別
で
み
た
ら
ど
う

な
る
か
を
表
１
に
ま
と
め
た
。
一
九
九
〇
年
代
の
一
〇
年
間
と
二
一

世
紀
に
入
っ
て
八
年
間
の
年
実
質
平
均
成
長
率
を
算
出
し
、
二
一
世

紀
に
入
っ
て
以
後
の
成
長
率
の
高
い
と
こ
ろ
か
ら
並
べ
た
。
こ
の
八

年
間
の
全
国
の
平
均
成
長
率
は
一
〇
・
八
％
で
あ
る
の
に
、
こ
れ
以

下
の
成
長
率
の
省
・
自
治
区
・
直
轄
市
は
四
つ
し
か
な
い
。
他
の
二

七
は
い
ず
れ
も
こ
の
成
長
率
を
上
廻
っ
て
い
る
。
明
ら
か
に
お
か
し

い
。
地
方
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
の
水
増
し
が
想
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、

こ
こ
で
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
紙
幅
の
関
係
も
あ
っ
て
言
及
し
な

い
。
仮
に
水
増
し
が
あ
っ
て
も
一
〜
二
％
の
程
度
で
あ
ろ
う
。
こ
れ

を
考
慮
に
入
れ
て
も
、
一
二
％
以
上
の
成
長
を
八
年
間
も
実
現
し
た

省
級
行
政
単
位
が
一
六
も
あ
る
と
い
う
の
は
異
常
と
し
か
思
え
な

い
。
筆
者
は
か
ね
が
ね
実
質
成
長
率
で
経
済
実
績
を
測
る
場
合
、
〇

〜
三
％
未
満
を
低
成
長
経
済
、
三
〜
六
％
未
満
を
正
常
成
長
経
済
、

六
〜
九
％
未
満
を
高
度
成
長
経
済
、
九
％
以
上
を
超
高
度
成
長
経
済

と
一
応
の
判
断
基
準
を
設
け
て
き
た
。
三
一
あ
る
省
級
行
政
単
位
の

す
べ
て
が
八
年
間
平
均
で
九
％
以
上
と
い
う
の
は
や
は
り
異
常
な
経

済
で
あ
る
。



表１　省・市・自治区別年平均実質成長率 （％）

1991‒2000年 第８・９次計画期 2001‒2008年 第10・11次計画期
順位 省級行政区 年実質成長率 順位 省級行政区 年実質成長率

　全国 10.1 　全国 10.8

1 　福建 15.3 １ 　天津 19.6

2 　浙江 15.0 2 ○内蒙古 17.2

3 　広東 14.7 3 　山東 14.5

4 　江蘇 14.1 4 　江蘇 13.3

5 　山東 13.8
5

　浙江 12.9

6 　河北 12.8 　広東 12.9

7 　海南 12.5 6 　吉林 12.5

8
　上海 12.2 7 ○チベット 12.4

　安徽 12.2
8

△陝西 12.3

9 　湖北 11.9 　河南 12.3

10 △広西 11.6 9 ○青海 12.3

11 　河南 11.5 10 　福建 12.2

12 　重慶 11.2
11

　重慶 12.1

13 　北京 10.9 　遼寧 12.1

14 　吉林 10.8
12

　山西 12.0

15 ○チベット 10.2 　江西 12.0

16 　湖南 10.1 13 △広西 11.9

17
　四川 10.0 14 　四川 11.7

　江西 10.0

15

　湖北 11.5

18 ○内蒙古  9.8 　河北 11.5

19 ○新疆  9.7 ○寧夏 11.5

20
△甘粛  9.4 16 　湖南 11.3

　遼寧  9.4 17 　黒龍江 11.1

21 ○雲南  9.3

18

△甘粛 10.8

22 △陝西  9.1 　海南 10.8

23 　山西  8.9 △貴州 10.8

24 △貴州  8.7 19 ○新疆 10.5

25 ○寧夏  8.6 20 　北京 10.2

26
　黒龍江  8.2 21 ○雲南  9.9

○青海  8.2 22 　上海  9.5

27 　天津  4.9

注：○印は本稿で主に扱う地域、△印は西部大開発対象地域のなかで○
印をつけた６地区と条件が似ているところ。

出所：『新中国六十年統計資料滙編』より算出。
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順
位
１
の
天
津
が
じ
つ
に
一
九
・
六
％
と
出
て
い
る
。
こ
れ
は
中

央
の
建
設
の
重
点
が
、
一
九
八
〇
年
代
の
広
州
を
中
心
と
す
る
地
域

へ
の
集
中
投
資
、
九
〇
年
代
は
浦
東
地
区
中
心
に
集
中
投
資
し
た
上

海
か
ら
、
二
一
世
紀
に
入
る
と
天
津
の
経
済
区
建
設
に
移
っ
た
た
め

と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
分
析
対
象
と
す
る
辺
疆
地
域
は
九
〇
年
代

と
比
較
す
る
と
、
九
つ
の
う
ち
五
省
・
自
治
区
が
一
三
位
ま
で
に

入
っ
て
い
る
。
内
蒙
古
が
一
七
・
二
％
、
チ
ベ
ッ
ト
が
一
二
・
四
％
、

青
海
が
一
二
・
三
％
と
急
成
長
し
て
い
る
。
二
一
世
紀
に
入
っ
て
少

数
民
族
が
多
く
居
住
す
る
辺
疆
省
・
自
治
区
の
発
展
が
す
さ
ま
じ
い

こ
と
が
わ
か
る
。
表
で
は
本
稿
で
主
に
扱
う
省
・
自
治
区
に
○
印
を

つ
け
、
参
考
の
た
め
に
言
及
す
る
省
・
自
治
区
に
△
印
を
つ
け
て
お

い
た
。



表２　GDPに占める固定資本投資比率 （％）

年 全国
辺疆地区 沿海地区 中部地区

内蒙古
寧夏 青海 新疆 チベット 広東 浙江 江蘇 河南 湖南 江西

原資料 筆者計算

1980 28.8 23.1 28.5 43.0 43.0 34.8 n.a. 22.0 6.4 18.2 25.2 17.1 28.1
1990 25.2 22.2 12.7 29.2 29.2 35.0 n.a. 21.8 8.2 26.4 24.1 16.5 18.4
1995 33.0 31.9 29.9 34.3 34.3 46.4 n.a. 30.7 7.3 34.1 29.4 25.1 27.7
2000 34.3 28.5 29.0 59.5 59.5 47.5 32.0 28.8 13.3 37.7 32.5 30.5 30.5
2001 34.6 29.8 30.8 67.4 67.4 48.3 30.4 28.6 14.2 37.5 32.4 32.2 32.2
2002 36.3 37.6 36.5 70.0 71.6 53.1 39.3 29.8 14.8 37.7 33.4 33.3 37.9
2003 39.2 51.4 48.2 82.6 72.3 57.2 54.7 31.0 13.2 44.0 35.4 34.6 45.1
2004 40.6 59.7 52.9 70.7 67.6 56.1 79.6 31.6 12.9 46.5 37.6 30.2 47.1
2005 41.0 ？92.7 57.7 73.4 67.0 57.0 78.1 33.1 46.7 47.7 42.6 39.5 47.3
2006 40.7 69.3 60.1 72.5 64.4 56.5 79.8 32.4 44.9 46.3 48.5 41.3 48.8
2007 40.1 71.5 61.1 69.7 61.3 56.9 79.4 31.9 43.7 45.0 53.6 42.9 48.9
2008 41.1 71.1 71.1 60.7 53.0 79.0 32.0 41.9 56.5 49.3

注：内蒙古の05年と浙江省の04年までの数値はおかしい。どこがおかしいかにつき表３を作成した。
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こ
れ
ら
の
省
・
自
治
区
の
成
長
が
何
故
こ
の
よ
う
に
快
く
な
っ
た

の
か
。

㈡
　
加
速
す
る
超
高
度
成
長
の
要
因

　

Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
支
出
面
で
み
る
と
公
式
的
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
分
類
さ

れ
る
。

　
　

支
出
Ｇ
Ｄ
Ｐ

最
終
消
費

ⓐ
民
間
最
終
消
費

ⓑ
政
府
最
終
消
費

総
資
本
形
式

ⓒ
固
定
資
本
投
資

ⓓ
在
庫
投
資

ⓔ
輸
出
―
輸
入

　

ⓐ
か
ら
ⓔ
ま
で
の
五
要
素
の
う
ち
、
ど
の
国
も
ⓐ
の
民
間
最
終
消

費
の
比
率
が
最
も
多
く
、
つ
ぎ
が
ⓒ
の
固
定
資
本
投
資
率
で
あ
る
。

日
本
の
経
済
で
は
ⓐ
の
民
間
最
終
消
費
率
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
ほ
ぼ
五
八
〜

六
〇
％
、
ⓒ
の
固
定
資
本
投
資
率
が
高
度
成
長
期
三
〇
〜
三
五
％
、

最
高
が
一
九
七
三
年
の
三
六
・
七
％
で
あ
っ
た
。
日
本
に
踵
を
接
し

て
高
度
成
長
に
入
っ
た
台
湾
、
韓
国
も
大
体
相
似
し
て
い
て
、
ⓐ
は

約
六
〇
％
前
後
で
あ
っ
た
。
た
だ
高
度
成
長
期
の
前
半
期
は
投
資
率

は
上
昇
し
が
ち
で
、
ほ
ぼ
三
〇
〜
三
五
％
と
な
り
、
ⓐ
は
若
干
低
下

す
る
。
欧
米
の
成
熟
し
た
経
済
で
は
民
間
最
終
消
費
率
は
七
〇
％
前

後
で
あ
る
。
こ
れ
を
念
頭
に
お
い
て
、
分
析
対
象
の
中
国
の
省
・
自

治
区
が
ど
う
か
を
計
算
し
た
結
果
が
表
２
で
あ
る
。
こ
の
表
に
は
ⓒ



表３　内蒙古と浙江省原統計の筆者による修正 （億元、％）

年

内蒙古の固定資本投資比率の修正 浙江省の総資本形成統計の 
不正確さ

原資料 筆者の
再計算
による
GDP

原資料の
固定資本
投資

原資料
GDPに
よる
投資比率

筆者の
再計算
GDPに
よる
投資比率

固定資本
投資 在庫投資 総資本

形成

筆者計算
による
総資本
形成

GDPの構成要素

最終消費 資本形成 輸出－ 
輸入 GDP

1980 62.1 18.9 n.a. 68.4 81.0 15.8 23.1 28.5 11.5 49.2 26.4 60.8
1990 216.7 124.7 n.a. 319.3 558.4 70.8 22.2 12.7 74.2 252.4 215.3 326.6
1995 539.4 373.0 n.a. 857.1 912.4 273.2 31.9 29.9 259.3 1,786.8 763.3 2,046.1
2000 873.7 642.1 n.a. 1,539.1 1,515.8 439.4 28.5 29.0 816.8 2,652.8 1,409.6 3,469.6
2001 974.4 679.5 n.a. 1,713.8 1,653.9 510.0 29.8 30.8 976.3 2,891.0 1,590.0 3,867.3
2002 1,135.7 862.2 n.a. 1,940.9 1,997.9 729.4 37.6 36.5 1,187.8 3,467.5 1,800.7 4,655.3
2003 1,251.3 1,339.1 n.a. 2,388.4 2,546.4 1,228.3 51.4 48.2 1,284.6 4,663.8 2,201.2 5,948.4
2004 1,492.3 1,945.3 n.a. 3,041.7 3,437.6 1,817.7 59.7 52.9 1,506.9 5,748.9 2,674.7 7,255.8
2005 1,809.5 2,845.0 n.a. 2,896.6 4,654.5 2,685.2 92.7 57.7 6,269.2 179.6 6,448.7 6,448.8
2006 2,131.2 3,466.1 n.a. 4,841.8 5,577.3 3,353.9 69.3 60.1 7,065.7 231.4 7,291.1 7,297.1
2007 2,631.5 4,494.4 n.a. 6,091.1 7,125.9 4,356.4 71.5 61.1 8,201.3 310.7 8,512.0 8,512.0
2008 3,199.8 5,719.0 -1,157.0 7,761.8 7,761.8 5,520.0 71.1 71.1 9,369.1 784.1 10,153.0 10,153.2

注：→は原資料統計を再計算した結果、明らかに間違いと思われる箇所を示す。内蒙古の GDP構成
要素のうち（輸出－輸入）は2007年以前は出ていない。これを０として再計算した。

出所：『新中国六十年統計資料滙編』229、433頁。
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の
固
定
資
本
投
資
率
の
み
を
の
せ
、
ⓐ
の
民
間
最
終
消
費
は
の

せ
て
い
な
い
。

　

全
国
を
み
る
と
二
〇
〇
二
年
か
ら
三
六
％
を
越
え
、
〇
四
年

か
ら
四
〇
％
を
越
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
年
か
ら
固

定
資
本
投
資
率
が
ⓐ
の
民
間
最
終
消
費
率
を
上
廻
る
よ
う
に

な
っ
た
。
省
・
自
治
区
別
で
み
る
と
、
辺
疆
地
域
は
二
一
世
紀

に
入
っ
て
固
定
資
本
投
資
率
が
急
速
に
拡
大
し
、
二
〇
〇
七
、

〇
八
年
で
は
五
〇
〜
八
〇
％
（
チ
ベ
ッ
ト
は
七
九
％
）
に
も
拡

大
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
地
区
は
極
端
に
表
現
す
る

と
、
固
定
資
本
投
資
で
経
済
が
成
り
立
っ
て
い
る
と
し
か
言
い

よ
う
が
な
い
。
表
中
の
？
は
統
計
が
お
か
し
く
、
表
３
で
再
計

算
し
て
お
い
た
。
沿
海
地
域
の
広
東
省
の
固
定
資
本
投
資
率
が

高
度
成
長
経
済
下
で
は
順
当
な
数
字
と
考
え
て
よ
い
。
他
の
二

省
と
中
部
の
三
省
の
固
定
資
本
投
資
率
で
も
高
す
ぎ
る
。
辺
疆

地
区
の
五
省
・
自
治
区
は
異
常
だ
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。

二
　
固
定
資
本
投
資
の
内
容

㈠
　
辺
疆
地
域
は
資
源
開
発
が
柱

　

固
定
資
本
投
資
は
す
べ
て
の
分
野
で
行
わ
れ
る
が
、
都
市
化

が
急
速
に
進
ん
で
い
る
本
土
の
多
く
の
省
で
は
、
製
造
業
の
設

備
投
資
、
商
業
ビ
ル
や
住
宅
な
ど
の
不
動
産
投
資
、
都
市
イ
ン

→ →
→ →
→ →
→ →
→ →
→ →
→ →
→ →
→
→
→



表４　2008年の全社会固定資本投資の産業部門構成比 （％）

産　業　部　門
４部門小計 製造業

採掘業 電力・ガス・水
の生産と供給

交通運輸・ 
倉庫・郵政

水利・環境・ 
公共施設

全国
全社会  4.5  6.4  9.9 7.8 28.6 32.8
都市部  3.0  9.4 13.9 8.0 34.4 23.1

新疆
全社会 22.1  8.7 10.9 6.4 48.1 18.5
都市部 27.1 10.7 12.2 7.1 57.1 22.2

出所：全国：『中国統計年鑑』2009年版、176‒178頁、184‒186頁。
　　　新疆：『新疆統計年鑑』2009年版、124‒126頁、130‒133頁。
注：国営農場は経済統計上都市部に入っている。そこで働く人々は農民に入っていない。同様に電
力・水利・交通運輸も省級政府、県級政府、さらに建制鎮（町制施行町）が行う事業は、たとえ農
山村の地域で行われる事業でも、農村投資ではなく都市部投資に分けられていると思われる。採掘
業で新疆の都市部固定資本投資の比率が新疆の全社会固定資本投資の中の採掘業固定資本投資比率
より高く出るのは、この統計区分けの方法によるものと思われる。
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フ
ラ
建
設
が
大
き
い
。
こ
れ
に
対
し
、
辺
疆
地
域
で
は
、
鉱
山
開

発
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
開
発
と
そ
れ
の
輸
送
関
係
へ
の
投
資
が
多

い
。
さ
ら
に
水
利
施
設
、
軍
事
施
設
な
ど
へ
の
投
資
も
見
逃
せ
な

い
。
こ
の
点
を
示
す
た
め
に
表
４
を
作
成
し
た
。
辺
疆
地
域
の
う

ち
、
新
疆
の
例
し
か
な
い
が
、
各
省
・
自
治
区
の
最
新
版
の
統
計
年

鑑
が
取
得
で
き
れ
ば
、
サ
ン
プ
ル
数
は
増
加
し
よ
う
。
こ
の
表
で
は

新
疆
で
代
替
す
る
。

　

表
は
全
社
会
固
定
資
本
投
資
と
都
市
部
固
定
資
本
投
資
の
二
つ
を

分
母
に
し
て
五
部
門
の
固
定
資
本
投
資
額
を
分
子
と
し
て
算
出
し

た
。
こ
こ
で
都
市
部
固
定
資
本
投
資
は
市
域
で
行
わ
れ
る
固
定
資
本

投
資
に
限
定
さ
れ
な
い
。
農
村
で
農
民
及
び
郷
鎮
が
行
う
以
外
の
投

資
と
い
う
意
味
を
持
つ
。
例
え
ば
国
営
農
場
の
扱
い
は
農
村
の
な
か

に
入
れ
な
い
。
そ
こ
で
働
く
人
々
は
農
民
で
は
な
く
中
国
語
の
“
職

工
”（
勤
労
者
）
に
区
分
け
さ
れ
て
い
る
。
農
村
を
貫
通
す
る
高
規

格
道
路
建
設
が
地
方
政
府
、
中
央
政
府
に
よ
っ
て
行
わ
れ
れ
ば
、
そ

の
投
資
額
は
“
都
市
部
投
資
”
に
区
分
け
さ
れ
る
。
こ
の
理
解
の
上

に
、
表
を
み
る
と
、
採
掘
業
の
構
成
比
の
相
違
が
最
も
顕
著
で
あ

る
。
つ
ぎ
は
全
社
会
固
定
投
資
で
み
た
製
造
業
構
成
比
の
差
で
あ

る
。
新
疆
の
よ
う
に
一
九
五
〇
年
代
か
ら
建
設
兵
団
が
入
植
し
、
各

種
近
代
工
業
を
興
し
た
と
こ
ろ
で
も
製
造
業
設
備
投
資
比
は
全
国
平

均
に
比
し
て
か
な
り
少
な
い
。
電
力
・
ガ
ス
、
交
通
運
輸
、
水
利
環

境
等
へ
の
投
資
比
率
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
差
が
な
い
。
新
疆
で
は

（
従
っ
て
他
の
辺
疆
省
・
自
治
区
も
）
鉱
業
へ
の
投
資
が
と
く
に
大



表５　2007年の鉱業就業者の都市部就業者に占める比率 （万人、％）

地域区分 省級行政
区名

鉱業就業者数
都市部
就業者
総数

都市部就業者
総数に占める 参考資料

①
『中国砿業年鑑』

2008年版

②
『中国統計年鑑』
2008年版、110頁

比率（A） 鉱業生産総額が
鉱工業生産総額
に占める比率① ②

辺疆地域Ⅰ

青海  6.8  1.6  86.9 7.8 1.8 ○24.4
寧夏  5.0  5.0  94.9 5.3 5.3 6.1
新疆 n.a. 18.4 375.9 4.9 ○44.3
内蒙古 n.a. 17.3 383.5 4.5
チベット n.a.  0.2  41.2 0.5

辺疆地域Ⅱ

貴州 26.5 10.8 301.0 8.8 3.6 11.8
雲南 43.8 12.9 504.3 8.7 2.6 9.3
陝西 23.5 24.0 480.4 4.9 5.0 18.2
甘粛 17.2 11.1 278.8 6.2 4.0 6.2

東北３省　
遼寧 36.1 30.0 917.6 3.9 3.3 2.1
吉林 15.5 17.6 395.3 3.9 4.5 2.0
黒龍江 40.8 48.8 710.5 5.7 6.9 3.0

中部３省　
河南 49.3 50.4 958.2 5.1 5.3 3.2
湖北 19.2  9.6 732.4 2.6 1.3 1.5
湖南 34.3 11.2 721.6 4.8 1.6 2.8

注：参考資料の鉱業生産総額が鉱工業生産額に占める比率は、分子は出所①の各省・自治区の項から、
分母は②に出ているので、その数字で除した。○印はとくに注目すべき数字。

出所：①『中国砿業年鑑』2008年版の各省の項。②『中国統計年鑑』2008年版、110頁。
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き
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

こ
の
点
を
従
業
員
の
就
業
比
率
で
み
た
の
が
表
５
で

あ
る
。
鉱
業
就
業
者
統
計
は
二
つ
あ
る
。
両
者
が
一
致

し
て
い
る
の
は
寧
夏
の
み
で
あ
る
。
こ
の
二
種
類
の
統

計
の
都
市
部
就
業
者
数
（
非
農
村
部
就
業
者
）
を
除
し

た
の
が
①
、②
で
あ
る
。
新
疆
、
内
蒙
古
、
チ
ベ
ッ
ト

の
鉱
業
従
事
者
統
計
が
①
で
は
欠
け
て
い
る
の
が
残
念

で
あ
る
。
そ
の
か
わ
り
新
疆
に
つ
い
て
は
鉱
工
業
生
産

総
額
に
占
め
る
鉱
業
生
産
総
額
資
料
が
得
ら
れ
、
こ
の

比
率
を
算
出
す
る
と
四
四
％
を
越
え
る
。
他
の
省
・
自

治
区
を
断
ト
ツ
に
越
え
て
い
る
。

　

以
上
か
ら
辺
疆
地
域
の
経
済
は
鉱
業
開
発
、
資
源
開

発
投
資
が
最
も
重
要
な
産
業
の
柱
に
な
っ
て
い
る
と
言

え
よ
う
。

㈡
　
運
搬
手
段
・
輸
送
網
の
建
設

　

資
源
開
発
は
需
要
地
ま
で
の
輸
送
手
段
が
必
要
で
あ

る
。
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
、
送
電
線
、
道
路
、
鉄
道
な
ど
で

あ
る
。
新
疆
の
西
北
端
か
ら
上
海
ま
で
の
四
千
余
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
天
然
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
や
青
海
省

の
唐
古
拉
山
鎮
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
の
ラ
サ
ま
で
行
く
青
藏

鉄
道
は
輸
送
手
段
開
発
の
典
型
例
で
あ
る
。
こ
こ
で
は

道
路
建
設
と
貨
物
、
旅
客
輸
送
量
の
状
況
か
ら
輸
送
網



表６　道路延長距離 （1980＝100）

年 全国
辺疆地区 沿海地区 中部地区

内蒙古 寧夏 青海 新疆 チベット 広東 浙江 江蘇 河南 湖南 江西

1980 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0
1990 115.8 123.6 119.7 108.0 120.2 101.5 110.7 138.2 125.1 118.5 104.7 112.0
1995 130.2 127.8 124.9 111.1 143.7 104.1 171.2 151.1 131.1 136.5 107.7 117.8
2000 157.9 192.3 148.5 120.5 382.4 104.6 207.7 172.0 142.4 177.0 110.8 203.3
2001 191.2 201.1 148.5 150.5 384.8 165.2 212.1 201.3 297.2 189.6 121.3 203.4
2002 198.7 207.5 164.2 154.9 392.1 184.8 219.7 208.8 303.7 197.0 154.5 204.7
2003 203.7 211.7 174.0 157.3 395.5 192.0 228.2 211.4 331.1 202.7 155.3 206.5
2004 210.6 217.0 181.9 181.1 410.6 196.2 231.8 214.7 395.2 207.9 160.1 208.0
2005 376.6 355.4 191.0 191.1 423.4 203.2 233.5 222.4 434.6 218.3 160.7 210.0
2006 386.2 367.7 290.6 308.0 479.7 208.3 361.1 436.6 641.1 648.9 313.0 432.5
2007 403.4 395.8 300.3 339.6 686.9 226.0 368.4 456.7 675.3 655.0 319.5 440.8
2008 419.7 420.6 306.8 365.5 693.5 238.6 370.7 474.2 711.6 660.7 336.2 451.4

出所：『新中国六十年統計資料滙編』各省・自治区統計より算出。
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建
設
の
一
端
を
み
よ
う
。

　

表
６
は
道
路
の
延
長
距
離
を
一
九
八
〇
年
を
一
〇
〇
と
し
て
み
た

も
の
で
あ
る
。
一
九
八
〇
年
の
三
倍
以
上
に
な
っ
た
と
こ
ろ
に
矢
印

の
線
を
引
い
て
お
い
た
。
ま
ず
全
国
の
進
捗
を
み
る
と
、
一
九
八
〇

年
の
延
長
距
離
が
二
倍
に
な
る
の
が
二
〇
〇
三
年
で
、
二
三
年
を
要

し
た
。
し
か
し
三
倍
に
な
る
の
は
わ
ず
か
二
年
の
み
、
さ
ら
に
四
倍

に
な
る
の
も
二
年
後
で
、
〇
七
年
で
あ
る
。
猛
烈
な
ス
ピ
ー
ド
で
全

国
範
囲
で
道
路
建
設
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
二
一
世
紀
に
入
っ

て
か
ら
で
あ
る
こ
と
を
ま
ず
念
頭
に
置
い
て
、
新
疆
を
み
る
と
二
〇

〇
〇
年
に
は
八
〇
年
の
三
・
八
倍
に
な
り
、
〇
八
年
に
は
じ
つ
に
七

倍
近
く
に
な
っ
た
。
辺
疆
地
区
の
み
な
ら
ず
沿
海
地
区
、
中
部
地
区

の
各
三
省
と
比
較
し
て
も
と
び
ぬ
け
て
い
る
。
こ
れ
に
似
て
い
る
の

が
江
蘇
省
と
河
南
省
で
、
二
省
の
道
路
建
設
速
度
が
何
故
こ
れ
ほ
ど

速
い
か
の
理
由
が
わ
か
ら
な
い
。
交
通
部
が
全
国
の
高
速
道
路
の
基

幹
線
計
画
を
公
表
し
た
の
が
一
九
九
五
年
で
あ
る
が
、
統
計
に
の
る

道
路
の
大
部
分
は
地
方
省
級
政
府
が
建
設
す
る
。
省
級
政
府
の
指
導

者
の
意
欲
が
沿
海
部
や
中
部
地
区
で
は
発
展
の
速
度
に
か
な
り
影
響

を
も
た
ら
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
辺
疆
地
域
は

条
件
が
大
き
く
異
な
る
。
人
口
密
度
が
極
め
て
稀
薄
な
た
め
、
観
光

地
、
鉱
山
区
な
ど
特
定
目
的
に
し
か
道
路
建
設
を
限
定
せ
ざ
る
を
え

な
い
。
し
た
が
っ
て
辺
疆
地
域
の
固
定
資
本
投
資
が
極
め
て
大
き
い

こ
と
の
理
由
と
し
て
、
資
源
の
輸
送
網
建
設
投
資
を
と
く
に
強
調
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。



表７　貨物輸送量 （1980＝1）

年 全国
辺疆地区 沿海地区 中部地区

内蒙古 寧夏 青海 新疆 チベット 広東 浙江 江蘇 河南 湖南 江西

1980 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1978=1 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0
1990 1.8 3.6 1.6 13.1 2.2 2.2 1.8 2.2 1.9 2.1 2.3 2.1
1995 2.3 4.5 2.5 17.4 3.9 2.2 3.3 4.6 3.8 2.8 3.1 2.8
2000 2.5 6.0 4.8 25.1 5.5 2.4 2.2 6.3 3.9 2.7 3.2 5.3
2001 2.6 6.2 5.3 28.0 5.9 2.4 2.3 7.2 4.0 2.9 3.4 5.3
2002 2.7 6.5 5.7 29.4 6.3 2.5 2.3 8.5 4.1 3.0 3.7 5.7
2003 2.9 6.8 5.8 35.1 6.9 2.9 2.6 10.7 4.7 3.5 4.1 6.3
2004 3.1 8.2 5.7 36.1 7.8 3.2 2.9 14.1 6.3 3.8 4.8 6.2
2005 3.4 9.2 5.8 41.0 8.5 10.9 2.8 17.9 8.0 4.2 5.0 6.3
2006 3.7 10.3 6.4 40.7 9.4 10.3 2.9 22.9 9.5 4.4 5.4 7.0
2007 4.2 12.1 6.6 48.6 10.5 19.0 3.1 26.0 10.7 5.0 6.0 7.3
2008 4.7 14.7 15.3 90.1 13.7 19.1 3.2 25.6 12.3 9.5 6.1 7.5

出所：『新中国六十年統計資料滙編』各省・自治区統計より算出。

表８　旅客輸送量 （1980＝1）

年 全国
辺疆地区 沿海地区 中部地区

内蒙古 寧夏 青海 新疆 チベット 広東 浙江 江蘇 河南 湖南 江西

1980 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1978=1 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0 1.0
1990 2.5 2.3 3.1 3.3 3.4 7.7 4.0 2.7 2.3 2.6 2.5 2.6
1995 4.0 4.0 4.6 4.2 6.7 9.5 8.2 5.0 4.5 3.5 4.2 3.6
2000 5.4 5.1 9.4 6.6 9.6 12.3 10.7 6.3 5.5 4.5 5.4 6.8
2001 5.8 5.2 9.0 7.4 10.2 12.7 11.9 6.7 6.2 4.8 5.7 7.8
2002 6.2 5.5 9.3 7.9 10.8 13.3 13.1 7.3 6.6 5.0 6.2 8.0
2003 6.1 5.1 9.0 8.6 11.2 12.9 13.3 7.5 7.0 5.0 6.2 8.2
2004 7.2 6.7 10.6 9.7 13.9 14.1 15.3 8.2 7.9 5.9 7.3 8.7
2005 7.7 7.5 10.9 10.0 15.0 45.3 18.0 8.8 8.7 6.1 7.7 9.1
2006 8.4 8.2 11.9 12.7 16.3 56.3 19.8 9.6 9.8 6.8 8.3 9.9
2007 9.5 8.7 13.1 15.7 18.0 71.5 23.1 10.6 11.4 7.7 9.2 10.8
2008 10.2 10.0 15.7 17.5 19.5 67.8 25.0 11.1 12.6 9.3 9.5 11.7

出所：『新中国六十年統計資料滙編』各省・自治区統計より算出。
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た
だ
既
存
の
輸
送
網

を
使
っ
て
の
貨
物
、
旅

客
輸
送
は
辺
疆
地
区
は

大
幅
に
伸
び
て
い
る
。

表
７
の
貨
物
輸
送
を
み

る
と
、
一
九
八
〇
年
を

一
と
し
て
全
国
で
は
〇

八
年
四
・
七
倍
で
あ
っ

た
。
こ
れ
に
対
し
、
内

蒙
古
と
寧
夏
が
約
一
五

倍
、
新
疆
が
一
四
倍
、

チ
ベ
ッ
ト
が
一
九
倍
で

あ
っ
た
。
青
海
省
に
い

た
っ
て
は
九
〇
倍
で
あ

る
。
浙
江
省
を
除
く
沿

海
、
中
部
地
域
の
諸
省

よ
り
増
大
幅
は
極
め
て

大
き
い
。
経
済
が
成
熟

期
に
入
り
、
第
三
次
産

業
が
発
展
し
た
と
こ
ろ

で
は
物
流
の
伸
び
は
鈍

化
す
る
。
広
東
省
は
そ

の
例
か
も
知
れ
な
い
。



表９　省級行政区別の全社会固定資本投資
に占める国有部門の比率 （％）

順位 地域名 2000 2005 2008

全国 50.1 33.4 28.2
地域分割不可 90.7 79.6 87.1

1 ○チベット 95.8 81.0 64.3
2 △甘粛 70.3 58.1 50.3
3 ○青海 63.6 47.1 43.8
4 △貴州 62.4 53.9 43.7
5 △陝西 65.6 52.6 43.6
6 　上海 44.2 34.3 43.1
7 ○雲南 63.9 45.6 42.4
8 　黒龍江 54.3 45.1 41.8
9 ○新疆 54.0 41.7 40.0
10 　山西 63.3 43.7 39.2
11 　四川 47.1 33.5 38.0
12 ○内蒙古 62.1 46.7 36.9
13 　湖北 56.9 37.3 35.4
14 ○寧夏 62.2 42.7 35.2
15 　天津 41.8 39.6 33.4
16 　福建 36.6 31.5 32.5
17 　湖南 51.4 36.7 30.8
18 　重慶 46.9 39.7 29.9
19 　広西 54.0 40.1 29.0
20 　北京 59.2 29.0 26.7
21 　海南 41.7 43.5 26.4
22 　安徽 53.3 33.6 26.2
23 　江西 54.2 39.6 26.0
24 　吉林 52.8 35.5 25.3
25 　遼寧 51.2 29.7 22.2
26 　広東 40.1 28.1 21.7
27 　浙江 37.3 26.7 21.6
28 　河南 52.9 30.4 19.7
29 　河北 41.7 29.4 19.2
30 　江蘇 44.3 25.0 15.2
31 　山東 46.1 18.0 14.8

注：2008年の国有部門の比率の高い地域から排列し
た。○印は本稿で分析対象にしている辺疆地域の
省・自治区、△印は参考として言及している辺疆
地域の省・自治区。
出所：2000：『中国統計年鑑』2001年版、160頁。
　　　2005：同上、2006年版、189頁。
　　　2008：同上、2009年版、171頁。
　　　 全国の80、90、95年は『新中国五十五年統計

資料滙編』15頁。
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一
九
八
〇
年
に
対
し
、
三
・
二
倍
し
か
伸
び
て
い
な
い
。

　

旅
客
運
輸
は
貨
物
輸
送
ほ
ど
辺
疆
地
域
が
突
出
し
て
い
る
よ
う
に

は
み
え
な
い
。
た
だ
し
、
チ
ベ
ッ
ト
の
み
特
別
で
あ
る
。
一
九
七
八

年
を
一
と
し
て
〇
八
年
は
六
八
倍
と
な
っ
た
。
と
く
に
〇
五
年
か
ら

急
増
し
て
い
る
。
こ
れ
は
青
藏
鉄
道
の
完
成
で
、
漢
族
の
観
光
客
の

流
入
が
顕
著
に
な
っ
た
。
チ
ベ
ッ
ト
の
観
光
収
入
は
著
増
し
て
い
る

が
、
急
増
す
る
漢
族
の
流
入
は
チ
ベ
ッ
ト
の
都
市
社
会
に
新
し
い
矛

盾
を
生
み
出
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
の
ち
に
述
べ
る
。

㈢
　
固
定
資
本
投
資
の
担
い
手

　

異
常
に
高
い
固
定
資
本
投
資
率
が
辺
疆
地
域
の
成
長
率
を
推
し
上

げ
て
き
た
と
述
べ
た
が
、
そ
の
投
資
の
主
体
は
誰
か
と
い
う
点
に
つ

き
検
討
す
る
。
こ
れ
を
知
る
た
め
に
、
表
９
を
作
成
し
た
。
こ
の
表

は
各
省
級
行
政
ご
と
の
全
社
会
固
定
資
本
投
資
に
占
め
る
国
有
部
門

の
比
率
を
示
す
。
二
〇
〇
八
年
に
つ
い
て
そ
の
比
率
が
高
い
と
こ
ろ

か
ら
並
べ
て
み
た
。
全
国
平
均
で
み
る
と
、
一
九
八
〇
年
は
八

二
％
、
九
〇
年
六
六
％
、
九
五
年
五
四
％
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
二
〇

〇
〇
年
に
は
五
〇
％
に
落
ち
〇
八
年
は
二
八
％
と
低
下
し
た
。
こ
れ



表10　最終消費支出に占める政府最終消費の比率 （％）

年 全国
辺疆地区 沿海地区 中部地区

内蒙古 寧夏 青海 新疆 チベット 広東 浙江 江蘇 河南 湖南 江西

1980 22.5 10.1 23.4 15.0 17.7 13.3 ？62.2 11.9 10.8 8.4 15.6
1990 21.8 21.6 29.2 32.3 27.4 13.9 ？51.2 15.2 15.1 19.4 19.4
1995 22.8 30.6 26.0 27.0 27.9 13.5 ？38.5 19.7 21.3 18.6 18.2
2000 25.5 27.2 32.6 28.8 35.2 29.1 21.7 29.3 24.1 23.9 22.0 22.1
2001 26.4 30.1 40.4 33.4 36.5 38.8 24.3 28.3 26.9 26.6 23.1 23.2
2002 26.7 30.0 41.2 34.7 36.1 38.7 25.2 26.4 27.6 27.7 24.7 23.6
2003 26.6 32.6 39.2 36.6 39.3 54.9 24.4 24.6 28.7 26.2 24.8 23.2
2004 26.7 35.5 33.2 40.5 40.3 53.9 21.7 22.8 28.9 26.2 24.5 21.4
2005 27.2 33.8 32.4 41.7 39.7 54.9 22.1 26.2 29.1 28.7 24.3 22.4
2006 27.2 35.0 32.4 45.5 46.1 45.8 22.3 25.9 30.7 30.3 24.5 23.9
2007 27.3 35.6 32.5 46.3 47.5 70.1 21.7 27.1 32.3 29.4 25.7 26.7
2008 27.3 40.1 33.1 45.7 47.9 62.0 22.5 25.2 28.8 24.6

出所：『新中国六十年統計資料滙編』の各省・自治区資料から算出。
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に
対
し
、
各
省
・
自
治
区
別
で
は
本
稿
で
分
析
対
象
に
し
て
い
る
辺

疆
地
域
が
チ
ベ
ッ
ト
の
六
四
％
か
ら
陝
西
の
四
四
％
ま
で
の
上
位
五

位
を
占
め
る
。
雲
南
、
新
疆
、
内
蒙
古
、
寧
夏
は
七
位
以
下
一
四
位

に
排
列
さ
れ
る
。
最
下
位
の
山
東
や
江
蘇
が
一
五
％
前
後
で
あ
る
の

に
、
辺
疆
地
区
は
依
然
と
し
て
国
営
企
業
の
投
資
が
圧
倒
的
に
多
い

こ
と
を
知
る
。
国
営
企
業
は
中
央
と
地
方
政
府
経
営
の
も
の
が
あ

る
。
地
方
政
府
直
轄
企
業
は
さ
ら
に
省
級
政
府
と
県
（
市
）
級
政
府

管
轄
に
分
か
れ
る
。
中
央
政
府
の
企
業
な
い
し
事
業
体
は
国
務
院
の

各
部
、
人
民
代
表
大
会
、
軍
隊
、
武
装
警
察
な
ど
が
直
轄
す
る
も
の

を
さ
す
。
地
方
も
同
様
で
、
軍
隊
を
除
い
た
政
府
関
係
機
関
の
直
轄

企
業
や
事
業
体
が
行
う
投
資
が
国
有
部
門
の
投
資
に
入
る
。

　

別
な
言
葉
で
い
え
ば
、
中
央
・
地
方
政
府
の
国
有
企
業
な
い
し
は

事
業
体
資
本
の
辺
疆
へ
の
進
出
と
言
い
か
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
れ
は
日
本
で
言
う
な
ら
ば
、
明
治
中
期
の
北
海
道
開
拓
、
ア
メ

リ
カ
で
は
一
八
六
〇
年
代
の
北
部
資
本
が
南
部
の
土
地
と
安
い
黒
人

労
働
力
を
求
め
て
進
出
す
る
契
機
を
つ
く
っ
た
南
北
戦
争
や
西
部
大

開
発
に
相
当
す
る
。
本
土
の
政
府
資
本
、
国
有
部
門
の
資
本
の
資
源

獲
得
を
め
ざ
し
た
西
部
進
出
と
言
い
か
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
見
方
を
補
強
す
る
た
め
に
、
も
う
一
つ
資
料
を
掲
載
す
る
。

こ
れ
が
表
10
で
あ
る
。
先
述
し
た
支
出
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
公
式
の
最
終
消
費

は
民
間
と
政
府
の
最
終
消
費
に
分
か
れ
る
。
こ
の
最
終
消
費
の
う

ち
、
政
府
の
最
終
消
費
が
何
％
占
め
る
か
の
比
率
を
算
出
す
る
こ
と

で
、
政
府
（
軍
隊
、
武
装
警
察
を
含
む
）
の
大
き
さ
が
あ
る
程
度
推
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測
で
き
る
。
政
府
の
最
終
消
費
支
出
は
公
共
サ
ー
ビ
ス
へ
の
支
出
と

無
償
ま
た
は
低
価
格
で
家
計
部
門
に
提
供
す
る
財
貨
と
サ
ー
ビ
ス
へ

の
純
支
出
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
最
も
大
き
な
項
目
が
政
府
官
吏
へ

の
賃
金
と
な
る
。
他
に
行
政
機
関
と
政
府
系
事
業
体
の
帰
属
固
定
資

本
減
耗
も
入
る
。

　

表
10
を
み
る
と
、
全
国
統
計
で
は
一
九
八
〇
年
最
終
消
費
の
二

二
・
五
％
が
政
府
最
終
消
費
で
あ
っ
た
が
、
〇
五
年
以
後
は
二
七
％

以
上
と
拡
大
し
て
い
る
。
辺
疆
地
域
、
沿
海
地
域
、
中
部
地
域
を
比

較
す
る
と
、
中
部
地
域
が
全
国
平
均
な
み
、
沿
海
地
域
は
そ
れ
よ
り

少
な
く
、
辺
疆
地
域
に
な
る
と
寧
夏
の
三
三
％
を
除
く
と
、
あ
と
は

四
〇
％
以
上
、
チ
ベ
ッ
ト
に
い
た
っ
て
は
七
〇
％
と
は
ね
あ
が
る
。

つ
ま
り
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
み
た
場
合
、
消
費
部
門
で
さ
え
、
政
府
が
圧
倒

的
な
地
位
を
占
め
て
い
る
と
言
え
る
。
こ
れ
は
軍
隊
、
武
装
警
察
が

大
量
に
い
る
以
上
に
地
方
政
府
そ
の
も
の
が
膨
張
し
て
い
る
こ
と
を

物
語
る
。

三
　
資
源
開
発
の
現
状

㈠
　
本
土
へ
の
資
源
輸
出
地
と
な
っ
た
辺
疆

　

各
省
・
自
治
区
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
状
況
が
統
計
的
に
公
表
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
省
ま
た
は
自
治
区
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
バ
ラ
ン
ス
が
わ

か
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
資
料
に
も
と
づ
い
て
、
表
11
を
作
成
し

た
。
省
・
自
治
区
内
消
費
で
生
産
を
除
し
た
数
字
で
あ
る
。
一
〇
〇

以
上
で
あ
れ
ば
他
省
・
自
治
区
・
直
轄
市
ま
た
は
外
国
へ
の
輸
出

か
、
在
庫
と
な
る
。
た
だ
し
、
電
力
は
在
庫
は
で
き
な
い
。

　

こ
の
表
か
ら
、
辺
疆
地
域
、沿
海
地
域
、中
部
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

需
要
の
特
徴
が
鮮
明
に
出
る
。
沿
海
地
域
は
自
給
率
は
二
〇
％
以

下
、
浙
江
省
は
一
〇
％
を
切
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
中
部
地
域

は
、
湖
南
、
江
西
が
四
〇
％
台
、
河
南
が
八
〇
％
を
越
え
る
。
辺
疆

地
域
の
う
ち
チ
ベ
ッ
ト
は
チ
ベ
ッ
ト
内
生
産
統
計
は
出
て
い
る
が
消

費
統
計
が
未
公
表
な
の
で
、
雲
南
を
入
れ
た
。
二
〇
〇
八
年
は
寧
夏

を
除
き
他
の
四
省
・
自
治
区
は
い
ず
れ
も
一
〇
〇
を
越
え
て
い
る
。

寧
夏
も
二
〇
〇
三
年
ま
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
輸
出
地
で
あ
っ
た
。
そ
れ

が
輸
入
に
転
じ
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
内
蒙
古
、
新
疆
は
ま
す
ま

す
多
く
を
他
省
に
輸
出
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
雲
南
省
は
一
定

し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
輸
入
省
で
あ
っ
た
が
〇
八
年
か
ら
輸
出
省
と
な
っ

た
。
こ
れ
は
水
力
発
電
の
振
興
に
よ
る
。
チ
ベ
ッ
ト
と
雲
南
は
発
電

可
能
水
力
が
豊
富
で
、
表
12
を
み
る
と
二
〇
〇
三
年
ご
ろ
か
ら
水
力

発
電
量
が
急
増
し
て
い
る
。
雲
南
省
は
発
電
所
の
操
業
の
増
加
に
と

も
な
い
、
水
力
発
電
は
輸
出
省
に
転
じ
、
こ
れ
が
省
全
体
を
エ
ネ
ル

ギ
ー
輸
入
省
か
ら
輸
出
省
へ
転
換
さ
せ
た
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。

　

以
上
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
に
関
し
て
で
あ
る
が
、
黒
色
金
属
、
有

色
金
属
、
化
学
工
業
原
料
、
そ
れ
以
外
の
非
金
属
資
源
の
地
域
外
へ

の
搬
出
は
ま
す
ま
す
多
く
な
っ
て
い
る
と
想
像
さ
れ
る
。
こ
れ
は
す

で
に
貨
物
輸
送
の
と
こ
ろ
で
述
べ
た
が
、
本
土
へ
の
資
源
供
給
地
を

明
確
に
示
す
も
の
と
言
え
よ
う
。



表11　省級行政区のエネルギー自給率の推移 （％）

年 全国
辺疆地区 沿海地区 中部地区

内蒙古 寧夏 青海 新疆 雲南 広東 浙江 江蘇 河南 湖南 江西

1980 105.7 108.4 253 65.2 144 89.0 41.2 40.1 129.9 90.8
1990 105.3 116.4 158 120.2 146 81.6 25.6 11.6 33.6 155.0 74.0
1995 98.4 142.0 146 83.1 156 87.6 37.1 9.5 25.4 130.6 78.1
2000 93.1 195.6 156 104.5 163 70.9 40.9 6.7 23.4 83.2 43.3 51.1
2001 96.0 135.8 154 96.6 164 69.8 34.9 7.1 22.3 86.5 62.4 47.3
2002 94.7 162.4 153 95.8 170 78.9 33.1 9.0 21.7 92.4 55.7 42.7
2003 93.6 163.5 126 88.2 164 81.1 32.9 9.9 20.1 100.4 60.6 42.3
2004 92.2 181.2 77 89.9 149 85.5 33.5 10.0 17.1 100.0 56.2 45.4
2005 91.6 177.3 78 106.3 148 88.9 26.2 10.6 13.4 99.3 63.2 49.0
2006 89.8 174.1 85 103.8 158 91.8 21.8 16.8 13.4 91.8 57.5 48.7
2007 88.6 182.4 93 106.7 163 91.8 18.6 8.0 11.7 81.9 57.2 44.9
2008 91.2 202.6 97 113.3 179 101.1 19.6 8.1 11.4 82.4 47.9 44.5

注：⑴ 　寧夏のエネルギー消費の統計数字は『新中国六十年統計資料滙編』の1088頁では、1980年か
ら1989年まで生産値と同値となっている。そこで『新中国五十五年統計資料滙編』1097頁の数
値を用いて計算した。

　　⑵ 　湖南省のエネルギー生産消費統計は前記『六十年滙編』は2005年以後しか掲載されていない
（682頁）。『五十五年滙編』の691頁に2000‒2004年の数値が掲載されているのでこれを用いた。

表12　チベット・雲南省の水力発電量の推移
 （1990＝100）

年 全国
チベット 雲　南

発電量 発電量 水力発電の
自給率

省エネルギー
全体の自給率

1980 99.0 89.0
1990 100.0 100.0 100.0 91.9 81.6
1995 150.4 152.8 221.1 108.1 87.6
2000 175.5 209.2 247.3 90.1 70.9
2001 218.9 220.6 247.3 94.2 69.8
2002 227.2 252.2 291.5 97.9 78.9
2003 223.1 320.6 345.1 113.5 81.1
2004 279.1 368.7 392.1 118.1 85.5
2005 313.3 422.2 442.3 112.6 88.9
2006 344.6 479.4 422.0 116.3 91.8
2007 383.0 535.1 482.6 121.8 91.8
2008 461.9 583.7 694.6 150.6 101.1

出所：全国：『中国統計年鑑』2009年版、540頁。
　　　その他：『新中国六十年統計資料滙編』。
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㈡
　
資
源
埋
蔵
量
の
探
査
と
探
査
主
体

　

資
源
の
探
査
は
五
〇
年
代
石
炭
、
石
油
、
鉄
鉱
石
を
中
心
に
冶
金

工
業
部
が
行
っ
て
い
た
。
中
国
最
初
の
統
計
書
で
あ
る
一
九
五
九
年

出
版
の
『
偉
大
的
十
年
』
に
は
石
炭
と
鉄
鉱
石
の
確
認
埋
蔵
量
が
公

表
さ
れ
て
い
る
。
一
九
六
〇
、七
〇
年
代
は
米
ソ
両
超
大
国
の
経
済

封
鎖
が
あ
り
、
資
源
の
国
内
調
達
を
や
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
ま

た
、
超
大
国
に
対
抗
す
る
国
防
産
業
を
育
成
す
る
た
め
、
有
色
金
属



　表13　 水力発電開発可能電力 
構成比 （kWh、％）

地　域 年発電
可能量 構成比

華北 232.3 1.2

東北 384.0 2.0

華東 687.9 3.6

中南 2,973.7 15.5

西南 13,050.4 67.8
　うち四川 （5,152.9） （26.8）
　　　貴州 （652.4） （3.4）
　　　雲南 （3,944.5） （20.5）
　　　チベット （3,300.5） （17.1）

西北 1,904.9 9.9

出所：『中国自然地理図集』中国地図出版
社、1984年、71頁。
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鉱
石
の
探
査
が
進
め
ら
れ
た
。
技
術
的
に
地
下
埋
蔵
資
源
の
探
査
よ

り
容
易
な
水
力
発
電
可
能
量
の
調
査
が
進
め
ら
れ
た
。
一
九
八
四
年

中
国
地
図
出
版
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
『
中
国
自
然
地
理
図
集
』
に
は

そ
の
成
果
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
表
13
に
示
す
。

　

こ
れ
で
み
る
と
、
西
南
地
区
の
四
川
、
貴
州
、
雲
南
、
チ
ベ
ッ
ト

に
全
国
三
分
の
二
の
発
電
可
能
量
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。

　

一
九
七
九
年
の
改
革
開
放
以
後
一
九
八
一
年
に
『
中
国
統
計
年

鑑
』
が
出
版
さ
れ
た
が
、
こ
こ
で
は
『
偉
大
的
十
年
』
と
同
じ
く
、

石
炭
、
鉄
鉱
石
の
埋
蔵
量
の
み
が
掲
載
さ
れ
、
他
の
資
源
の
埋
蔵
量

は
伏
せ
ら
れ
て
い
た
。
一
九
八
六
年
以
後
か
ら
カ
リ
塩
、
塩
を
加
え

た
四
品
目
の
埋
蔵
量
が
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
公
表
状

態
が
打
ち
破
ら
れ
る
の
が
二
〇
〇
三
年
版
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
版
で

は
三
〇
種
の
地
下
資
源
量
が
公
表
さ
れ
た
。
こ
れ
は
探
査
事
業
の
進

捗
と
経
済
情
報
の
秘
密
主
義
が
薄
ら
い
だ
こ
と
に
よ
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
よ
り
三
年
前
の
二
〇
〇
〇
年
に
二
冊
の
専
門
の
資

源
統
計
が
公
刊
さ
れ
た
。
一
つ
は
中
国
資
源
信
息
編
選
委
員
会
編

『
中
国
資
源
信
息
』（
中
国
環
境
科
学
出
版
社
、
九
九
〇
頁
）
で
、
資

源
を
広
く
と
ら
え
、
自
然
資
源
の
土
地
、
森
林
、
水
、
労
働
力
な
ど

ま
で
包
摂
し
、
五
・
六
章
が
地
下
資
源
を
扱
っ
て
い
る
。
一
九
七
八

年
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
収
録
し
て
い
る
。
他
の
一
冊
は
国
土
資
源
部

出
版
の
『1999  

中
国
資
源
報
告
』
で
あ
る
。
こ
れ
は
同
部
の
資
源

白
書
で
あ
る
。
国
土
資
源
部
の
白
書
と
理
解
し
て
よ
い
。
こ
の
エ
ッ

セ
ン
ス
が
『
中
国
統
計
年
鑑
』
に
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
そ
の
後
は
、
鉱
物
資
源
の
主
だ
っ
た
も
の
の
専
門
報
告
が

出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
石
炭
、
鉄
鉱
石
な
ど
は
『
煤
炭
年

鑑
』
や
『
鉄
鋼
年
鑑
』
に
掲
載
さ
れ
る
一
方
で
、
有
色
金
属
に
つ
い

て
は
中
国
有
色
金
属
工
業
協
会
編
で
『
新
中
国
有
色
金
属
六
〇
年
』

（
甲
南
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）、『
中
国
砿
業
年
鑑
』（
地
震
出

版
社
）、
さ
ら
に
《
中
国
稀
土
学
会
年
鑑
》
編
輯
委
員
会
編
『
中
国

稀
土
学
会
年
鑑
』
で
あ
る
。
最
後
の
本
に
は
“
内
部
資
料 

不
公
開

発
行
”
と
付
記
が
あ
り
、
出
版
社
、
出
版
年
も
記
録
さ
れ
て
い
な

い
。
内
容
か
ら
み
て
二
〇
〇
三
年
か
〇
四
年
頃
の
出
版
と
思
わ
れ

る
。
稀
土
を
戦
略
物
資
と
考
え
、
埋
蔵
量
、
生
産
量
そ
の
他
の
情
報

は
ま
だ
こ
の
頃
は
国
家
機
密
の
扱
い
に
な
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ



85──資源開発と少数民族地区

る
。
先
述
し
た
『
中
国
資
源
信
息
』
に
は
稀
少
金
属
、
稀
土
鉱
と
し

て
一
括
し
て
埋
蔵
量
・
生
産
量
統
計
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

本
は
関
連
団
体
名
、
役
員
名
、
企
業
名
、
埋
蔵
量
・
生
産
量
統
計
、

輸
出
入
統
計
な
ど
か
な
り
詳
細
な
情
報
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
。
鉄
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
各
種
有
色
金
属
、
非
金
属
鉱
に
比
較
し
て
、
稀
少
金

属
や
稀
土
の
埋
蔵
量
探
査
は
技
術
的
に
か
な
り
難
し
い
。
こ
の
分
野

に
ま
で
探
査
が
及
ん
で
い
る
こ
と
を
知
ら
し
め
る
。

　

以
上
が
資
源
探
査
の
大
ざ
っ
ぱ
な
概
況
で
あ
る
が
、
こ
の
探
査
事

業
で
確
認
さ
れ
た
主
要
鉱
物
埋
蔵
量
の
二
〇
〇
八
年
の
地
域
的
状
況

を
ま
と
め
た
の
が
表
14
で
あ
る
。
こ
の
表
で
重
要
な
点
は
本
稿
で
言

及
し
て
い
る
九
つ
の
辺
疆
地
域
に
あ
る
鉱
物
資
源
の
多
さ
と
い
く
つ

か
の
品
目
の
上
位
五
つ
の
省
・
自
治
区
の
賦
存
量
で
あ
る
。
こ
れ
を

み
る
と
、
ク
ロ
ム
鉱
石
は
チ
ベ
ッ
ト
が
全
国
埋
蔵
量
の
三
八
％
、
内

蒙
古
二
九
％
、
甘
粛
省
二
二
％
、
新
疆
九
％
と
こ
の
四
地
区
で
九

八
％
が
存
在
す
る
。
亜
鉛
鉱
石
は
六
九
％
、
鉛
鉱
六
一
％
、
天
然
ガ

ス
六
〇
％
、
石
炭
四
九
％
、
磷
鉱
石
四
五
％
、
銅
鉱
石
三
六
％
、
石

油
三
〇
％
が
、
辺
疆
の
九
省
・
自
治
区
に
あ
る
。
掲
載
し
た
一
六
品

目
の
埋
蔵
量
の
上
位
五
位
ま
で
に
新
疆
、
雲
南
、
貴
州
、
内
蒙
古
、

チ
ベ
ッ
ト
、
広
西
が
頻
出
し
て
い
る
。

　

こ
の
資
源
探
査
は
誰
が
ど
の
よ
う
に
行
っ
た
か
。
こ
れ
を
示
す
資

料
が
二
〇
〇
七
年
の
み
に
つ
い
て
得
ら
れ
る
の
で
表
15
に
ま
と
め

た
。
こ
の
表
は
政
府
に
探
査
計
画
を
提
出
し
、
承
認
さ
れ
た
探
査
予

定
面
積
で
あ
る
。
ま
ず
驚
く
こ
と
は
探
査
予
定
面
積
の
広
さ
で
あ

る
。
四
八
〇
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
の
ぼ
る
。
日
本
の
国
土
面
積

の
一
三
倍
で
あ
る
。
こ
れ
は
二
〇
〇
七
年
一
年
の
み
で
あ
る
。
こ
れ

以
前
の
統
計
が
得
ら
れ
れ
ば
比
較
が
で
き
て
面
白
い
が
、
現
在
の
と

こ
ろ
そ
れ
を
得
て
い
な
い
。
つ
ぎ
に
申
請
主
体
で
あ
る
が
、
国
土
資

源
部
直
属
機
関
が
九
〇
％
を
占
め
る
。
審
査
は
国
土
資
源
部
で
あ

る
。
自
分
の
配
下
の
地
質
調
査
機
関
が
申
請
し
、
そ
の
上
部
監
督
官

庁
が
審
査
す
る
。
承
認
さ
れ
れ
ば
地
下
資
源
探
査
権
が
取
得
で
き

る
。
二
位
以
下
は
地
方
政
府
が
承
認
し
た
も
の
で
あ
る
。
上
位
二
位

か
ら
七
位
ま
で
す
べ
て
辺
疆
地
域
の
省
・
自
治
区
が
占
め
て
い
る
。

探
査
の
触
手
が
確
実
に
辺
疆
地
域
全
般
に
行
き
わ
た
り
始
め
た
と

い
っ
て
よ
い
。
既
存
の
鉱
区
で
は
よ
り
深
層
地
層
の
調
査
が
行
わ
れ

て
い
る
。
つ
ま
り
鉱
物
探
し
は
、
一
つ
は
辺
疆
地
域
の
未
調
査
地
域

へ
と
、
他
の
一
つ
は
既
存
鉱
区
の
深
層
地
層
へ
と
、
よ
り
広
く
、
よ

り
深
く
入
り
込
み
つ
つ
あ
る
。

　

鉱
物
探
査
で
従
来
最
も
遅
れ
て
い
た
の
が
チ
ベ
ッ
ト
で
あ
る
。
平

均
海
抜
が
三
〇
〇
〇
〜
四
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
、
〇
五
年
ま
で

鉄
道
が
な
か
っ
た
こ
と
及
び
本
土
か
ら
最
も
遠
い
た
め
で
あ
っ
た
。

表
15
で
は
探
査
申
請
承
認
が
五
位
で
あ
る
が
、
探
査
申
請
承
認
面
積

は
三
万
九
〇
〇
〇
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。
チ
ベ
ッ
ト
の
総
面
積
は
一

二
三
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
承
認
面
積
は
チ
ベ
ッ
ト
政
府

が
許
可
し
た
も
の
で
、
中
央
の
国
土
資
源
部
直
轄
機
関
が
申
請
し
承

認
さ
れ
た
チ
ベ
ッ
ト
内
の
探
査
面
積
は
わ
か
ら
な
い
。
仮
に
年
間
一

〇
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
探
査
が
実
施
さ
れ
た
と
し
て
も
、
全
区



表14　2008年の主要エネルギー・鉱物資源の確認埋蔵量と地域分布 （％）

エネルギーと
鉱石名

確認
埋蔵量
全国

辺疆
９省級
行政区

９省級
行政区
の比率

上位５位までの順位と割合

1 石油（万 t） 289,043 87,737 30.4 ①黒龍江（19.9）、②新疆（15.1）、③海域（13.4）、
④山東（11.6）、⑤河北（8.5）

2
天然ガス
（億 m3） 34,050 20,332 59.7 ①新疆（22.2）、②四川（17.8）、③陝西（16.8）、

④内蒙古（16.5）、⑤海域（7.8）

3 石炭（億 t） 3,261 1,583 48.5 ①山西（32.6）、②内蒙古（24.2）、③陝西（8.5）、
④貴州（4.6）、⑤新疆（4.5）

4 鉄鉱石（億 t） 226 35 15.4 ①遼寧（30.9）、②河北（19.3）、③四川（12.8）、
④内蒙古（6.4）、⑤山東（4.5）

5
マグネシウム
鉱石（万 t） 23,439 4,783 20.4 ①広西（34.2）、②湖南（26.4）、③貴州（10.7）、

④重慶（7.9）、⑤遼寧（5.8）

6
クロム鉱石
（万 t） 577 570 98.8 ①チベット（37.8）、②内蒙古（29.4）、③甘粛

（21.8）、④新疆（9.4）、⑤天津（1.2）

7
バナジウム
（万 t） 1,277 92 7.2 ①四川（54.2）、②湖南（17.7）、③広西（13.4）、

④甘粛（7.1）、⑤湖北（0.6）

8
チタン鉱石
（万 t） 2,329 48 0.2 ①四川（97.7）、②河北（2.1）、③新疆（0.2）、④

北京（0.03）

9 銅鉱石（万 t） 2,891 1,038 35.9 ①内蒙古（8.8）、②雲南（8.4）、③チベット（7.6）、
④安徽（7.2）、⑤甘粛（6.1）

10 鉛鉱石（万 t） 1,360 831 61.1 ①内蒙古（21.4）、②雲南（20.3）、③広東（8.5）、
④湖南（8.5）、⑤甘粛（7.5）

11 亜鉛鉱（万 t） 4,282 2,951 68.9 ①雲南（32.9）、②内蒙古（18.4）、③甘粛（10.6）、
④四川（5.1）、⑤広東（5.0）

12
ボーキサイト
（万 t） 73,514 23,183 31.5 ①貴州（27.9）、②河南（27.7）、③広西（18.4）、

④山西（15.9）、⑤重慶（4.9）

13
マグネサイト
（万ｔ） 191,952 49.9 0.03 ①遼寧（85.2）、②山東（14.2）、③河北（0.5）、

④四川（0.09）、⑤青海（0.03）

14 硫鉄鉱（万 t） 177,190 25,702 14.5 ①四川（22.8）、②安徽（17.3）、③広東（17.3）、
④内蒙古（6.6）、⑤江西（2.2）

15 磷鉱石（億 t） 36 16 44.9 ①雲南（22.3）、②湖北（20.7）、③貴州（20.1）、
④四川（9.1）、⑤湖南（7.9）

16 高齢土（万 t） 64,186 484 0.8 ①広東（43.8）、②広西（28.5）、③福建（8.9）、
④江西（5.1）、⑤湖南（3.3）

注：16の高齢土は陶器用土、辺疆９省級行政区は内蒙古、貴州、雲南、チベット、陝西、甘粛、青海、
寧夏、新疆。

出所：『中国統計年鑑』2009年版、387、 388頁。
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表15　2007年に資源探査が承認された探査面積 
  （km2、％）
順
位

省・自治区名 探査面積 構成比
　全　国 4,799,555 100.00

1 　国土資源部直轄機関 4,372,125 90.26
2 ○新疆 89,951 1.87
3 ○雲南 50,484 1.05
4 ○内蒙古 42,998 0.90
5 ○チベット 38,996 0.81
6 △広西 33,760 0.70
7 △貴州 27,918 0.58
8 　山東 24,067 0.50
9 △甘粛 22,320 0.47
10 　四川 13,484 0.28
11 　福建 10,957 0.23
12 　安徽 10,012 0.21
13 △陝西 8,873 0.18
以下略

注：○印は本稿でとくに取り上げた省・自治区、△印は辺
疆地域で言及が少ない省・自治区。
出所：『中国砿業年鑑』2008年版、376、377頁。
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の
探
査
が
終
了
す
る
の
に
今
後
一
〇
年
以
上
は
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
段
階
で
チ
ベ
ッ
ト
で
探
明
さ
れ
た
資
源
量
の
記
事
が
あ
る
の

で
紹
介
す
る
。

　
　

現
在
ま
で
に
中
国
で
発
見
さ
れ
た
各
種
鉱
物
資
源
は
一
七
三
品

種
。
こ
の
う
ち
チ
ベ
ッ
ト
に
は
一
〇
〇
品
目
が
埋
蔵
さ
れ
て
い

る
。
う
ち
一
〇
品
目
は
国
の
欠
乏
鉱
物
で
あ
る
。
す
で
に
発
見

さ
れ
た
鉱
物
の
う
ち
、
三
六
品
目
の
確
認
埋
蔵
量
は
明
ら
か
と

な
っ
た
。
鉱
区
は
一
〇
三
で
う
ち
三
〇
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
で

あ
る
。
非
金
属
鉱
物
鉱
区
は
三
〇
で
あ
る
。
…
…
開
発
可
能
品

目
は
二
〇
余
種
、
そ
の
累
計
埋
蔵
量
は
一
一
五
・
一
億
ト
ン
、

多
く
の
資
源
が
全
国
の
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
る
。
確
認
埋

蔵
量
で
全
国
の
五
位
以
内
の
も
の
は
、
工
芸
用
水
晶
原
石
、
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
、
高
温
地
熱
、
銅
、
火
山
灰
、
陶
磁
器
用
土
、
マ

グ
ネ
サ
イ
ト
鉱
、

砂
、
天
然
磺
黄
、
雲
母
、
批
素
の
一
二

種
。
そ
の
他
重
要
な
鉱
物
は
石
膏
、
泥
炭
、
タ
ン
グ
ス
テ
ン
、

重
晶
石
、
金
、
銀
、
モ
リ
ブ
デ
ン
、
硫
鉄
鉱
、
鉛
、
亜
鉛
、
コ

バ
ル
ト
、
カ
リ
塩
で
あ
る
。
探
明
さ
れ
埋
蔵
量
が
確
認
さ
れ
た

も
の
の
な
か
に
銅
と
リ
チ
ュ
ウ
ム
が
あ
り
、
両
者
と
も
世
界
の

前
列
に
立
つ
。
と
く
に
リ
チ
ュ
ウ
ム
は
世
界
の
埋
蔵
量
の
半
分

を
占
め
る
。
…
…
二
〇
〇
七
年
に
新
た
に
発
見
さ
れ
た
鉱
区
は

五
カ
所
、
地
質
調
査
が
実
施
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
数
は
一
七

〇
で
ボ
ー
リ
ン
グ
距
離
は
九
・
六
一
万
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。

二
〇
〇
八
年
に
新
た
に
発
見
さ
れ
た
鉱
区
は
一
二
で
、
四
種
の

鉱
物
の
埋
蔵
量
が
確
認
さ
れ
た
。
ボ
ー
リ
ン
グ
距
離
は
一
四
・

八
万
メ
ー
ト
ル
に
達
す
〉
1
〈
る
。

　

こ
の
記
事
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
で
の
資
源
探
査
事
業
は
本
格
化
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。

㈢
　
資
源
開
発
の
方
法
と
開
発
主
体

　

実
際
の
鉱
山
開
発
や
水
力
発
電
所
の
建
設
は
一
九
九
六
年
八
月
に

改
定
さ
れ
た
「
砿
産
資
源
法
」
と
そ
の
細
則
、
関
連
法
規
に
も
と
づ

い
て
行
わ
れ
る
。「
砿
産
資
源
法
」
の
第
四
条
で
国
有
鉱
山
企
業
が



表16　2007年に資源開発鉱区が承認された面積
  （km2、％）
順
位

省・自治区名 開発鉱区面積 構成比
　全　国 203,056 100.00

1 　国土資源部直轄機関 123,499 60.82
2 ○雲南 22,068 10.87
3 △広西 10,256 5.05
4 △貴州 4,393 2.16
5 ○青海 3,502 1.72

…

10 △甘粛 2,898 1.43

…
13 ○新疆 2,023 1.00

…
18 △陜西 1,685 0.83
19 ○チベット 1,513 0.75
20 ○内蒙古 1,438 0.71
以下略

注：①中抜きした省は順位６．四川、７．山東、８．遼寧、
９．河北、11．江西、12．湖南、14．海南、15．遼寧、16．河
南、17．福建。②○印、△印は表９に同じ。
出所：表15の出所に同じ、378、379頁。
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鉱
物
資
源
開
発
の
主
体
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
国
務
院

の
国
土
資
源
部
が
鉱
山
開
発
に
承
認
を
与
え
る
の
は
第
一
六
条
で
規

定
さ
れ
て
い
る
。
五
つ
あ
っ
て
、
第
一
、
国
家
が
企
画
し
た
鉱
山
、

国
民
経
済
に
重
要
な
価
値
が
あ
る
鉱
区
内
の
鉱
山
開
発
、
第
二
、
一

項
以
外
の
鉱
区
の
大
型
鉱
山
、
第
三
、
国
家
が
開
発
保
護
を
与
え
る

特
定
鉱
物
、
第
四
、
海
域
鉱
区
、
第
五
、
以
上
以
外
に
国
家
が
重
要

と
規
定
す
る
鉱
物
資
源
。
具
体
的
に
と
く
に
重
要
と
指
定
さ
れ
て
い

る
石
油
、
天
然
ガ
ス
、
放
射
性
物
質
は
国
土
資
源
部
で
は
な
く
、
当

該
資
源
監
督
官
庁
に
開
発
許
可
権
が
あ
る
。

　

少
数
民
族
地
区
の
鉱
山
開
発
で
は
当
該
地
の
住
民
の
生
産
と
生
活

に
配
慮
す
べ
き
と
一
〇
条
で
規
定
し
て
い
る
。
農
村
の
集
団
所
有
制

の
鉱
山
と
個
人
の
採
掘
に
つ
い
て
は
別
規
定
が
あ
り
、
国
が
別
途
開

発
を
許
可
す
る
品
目
に
つ
い
て
の
み
可
能
で
あ
る
。
個
人
の
場
合
で

許
さ
れ
る
の
は
建
築
材
料
と
し
て
の
砂
、
石
、
粘
土
と
若
干
の
自
家

用
の
鉱
物
の
採
掘
が
許
可
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
少
数
民
族
地

域
の
規
定
は
抽
象
的
に
記
述
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
少
数
民
族
の
大

衆
の
生
産
と
生
活
に
配
慮
せ
よ
と
い
う
規
定
の
み
で
あ
る
。

　

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
法
的
に
は
鉱
業
は
ほ
ぼ
国
家
、
国
有
企
業

が
行
う
と
い
う
考
え
が
根
幹
に
あ
る
。

　

二
〇
〇
七
年
に
開
発
申
請
で
許
可
さ
れ
た
案
件
の
鉱
区
面
積
統
計

が
あ
る
。
こ
れ
を
表
16
に
ま
と
め
た
。
鉱
山
開
発
は
一
村
二
村
に
か

か
わ
る
よ
う
な
広
大
な
面
積
を
必
要
と
す
る
。
鉱
物
の
置
き
場
、
ス

ラ
グ
の
堆
積
地
、
鉱
物
輸
送
道
路
、
選
鉱
場
、
鉱
山
職
員
の
住
宅
な

ど
の
用
地
で
、
村
ご
と
根
こ
そ
ぎ
に
土
地
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
表

16
で
み
る
と
開
発
承
認
が
な
さ
れ
た
鉱
山
面
積
は
二
〇
万
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
で
、
日
本
の
全
国
土
面
積
の
五
四
％
に
相
当
す
る
。
こ
れ

だ
け
広
い
面
積
が
二
〇
〇
七
年
だ
け
で
鉱
区
設
定
さ
れ
た
。
ま
た
、

国
土
資
源
部
直
轄
機
関
に
二
〇
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
六
一
％
を

開
発
す
る
許
可
が
下
り
た
。
資
源
探
査
ほ
ど
ひ
ど
く
な
い
が
中
央
政

府
が
六
一
％
抑
え
た
こ
と
に
な
る
。
あ
と
二
位
か
ら
五
位
ま
で
は
す

べ
て
辺
疆
地
域
が
占
め
て
い
る
。
新
疆
は
一
三
位
、
内
蒙
古
は
二
〇

位
で
あ
る
が
こ
の
二
自
治
区
は
一
九
五
〇
年
代
か
ら
資
源
開
発
が
比
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較
的
活
発
で
あ
っ
た
か
ら
、
新
た
に
開
発
す
る
鉱
区
面
積
が
雲
南
や

広
西
よ
り
小
さ
い
こ
と
の
理
由
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ

に
し
て
も
、
資
源
開
発
の
主
戦
場
が
辺
疆
に
移
っ
て
い
る
こ
と
だ
け

は
確
か
で
あ
る
。

四
　
結
論
に
か
え
て 

─
─
中
共
の
少
数
民
族
政
策
の
新
し
い
段
階
─
─

　

一
節
か
ら
三
節
ま
で
資
源
開
発
を
中
心
に
み
て
き
た
。
こ
の
政
策

は
新
中
国
成
立
以
後
の
民
族
政
策
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
の
か
、
こ
れ
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
結
論
と
し
た
い
。

㈠
　
さ
ら
に
論
究
が
必
要
な
経
済
的
・
外
交
上
の
課
題

⑴　

資
源
の
価
値
問
題

　

計
画
経
済
期
の
価
格
構
造
は
原
料
・
資
源
価
格
が
最
も
低
く
、
素

材
に
す
る
部
門
の
製
品
は
若
干
高
め
に
、
そ
し
て
そ
の
素
材
を
最
終

製
品
に
す
る
部
門
で
は
さ
ら
に
高
め
に
設
定
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
た

め
、
石
炭
産
業
な
ど
は
一
九
九
〇
年
代
ま
で
赤
字
企
業
が
多
か
っ

た
。
こ
の
価
格
構
造
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
つ
つ
あ
る
の
か
。
こ
れ

の
研
究
に
は
二
つ
の
新
し
い
事
柄
を
考
慮
に
入
れ
た
研
究
が
必
要
で

あ
る
。

　

一
つ
は
中
国
が
国
際
市
場
に
入
り
込
み
、
大
量
の
原
料
資
源
を
輸

入
す
る
よ
う
に
な
っ
た
今
日
、
輸
入
価
格
と
の
競
争
が
無
視
で
き
な

い
状
況
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
国
内
産
鉱
物
資
源
価
格
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
与
え
つ
つ
あ
る
か
の
研
究
が
必
要
で
あ
る
。
他
の
一
つ
は
原

料
の
陸
運
コ
ス
ト
と
海
運
コ
ス
ト
の
比
較
研
究
で
あ
る
。
辺
疆
地
域

か
ら
東
部
沿
海
部
ま
で
は
二
〇
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
距
離
が

あ
る
。
電
気
は
電
線
網
が
必
要
だ
し
、
原
油
や
天
然
ガ
ス
の
輸
送
で

は
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
設
置
が
必
要
で
あ
る
。
固
形
の
鉱
物
資
源
で
は

ト
ラ
ッ
ク
と
鉄
道
の
敷
設
が
必
要
で
あ
る
。
陸
運
コ
ス
ト
は
海
運
コ

ス
ト
と
比
較
し
て
相
対
的
に
高
い
。

　

二
〇
〇
八
年
新
疆
ウ
ル
ム
チ
を
訪
問
し
た
さ
い
、
自
治
区
副
省
長

と
発
展
改
革
委
員
会
主
任
と
会
談
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
そ
の

際
、
新
疆
は
本
土
に
対
し
資
源
輸
出
地
で
あ
る
が
、
資
源
価
格
が
低

す
ぎ
、
新
疆
は
そ
れ
だ
け
不
利
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
ま

た
陸
運
コ
ス
ト
は
長
距
離
の
た
め
そ
れ
だ
け
不
利
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
質
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
資
源
価
格
は
中
央
政
府
に
決
定
権

が
あ
り
、
自
治
区
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
と
い
う
答
え
で
あ
っ

た
。
陸
運
コ
ス
ト
に
つ
い
て
は
回
答
が
な
か
っ
た
。

　

資
源
開
発
が
辺
疆
地
域
に
及
べ
ば
及
ぶ
だ
け
、
こ
の
問
題
の
研
究

が
必
要
で
あ
る
。

⑵　

水
と
鉱
毒
問
題

　

鉱
業
は
選
鉱
過
程
で
大
量
の
水
を
使
用
す
る
。
陸
運
コ
ス
ト
が
高

い
か
ら
と
い
っ
て
鉱
区
周
辺
で
素
材
加
工
工
場
を
建
設
す
る
と
、
素

材
へ
の
加
工
工
場
は
さ
ら
に
大
量
の
水
を
利
用
す
る
。
さ
ら
に
鉱
滓

を
堆
積
す
る
と
鉱
毒
の
流
出
の
可
能
性
が
大
き
い
。
と
く
に
有
色
金
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属
、
重
金
属
工
業
は
こ
の
危
険
性
が
大
き
い
。
西
北
部
は
水
質
源
が

過
小
な
地
域
で
あ
る
。
二
〇
〇
四
年
に
『
西
北
地
区
水
質
源
配
置
生

態
環
境
建
設
和
可
持
続
発
展
戦
略
研
究
』
と
い
う
七
冊
本
が
刊
行
さ

れ
た
が
、
こ
れ
を
み
て
も
抽
象
的
な
あ
ら
ま
ほ
し
き
姿
の
論
述
が
多

く
、
具
体
的
な
政
策
提
言
に
い
た
っ
て
い
な
い
。
鉱
区
と
そ
の
周
辺

に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
つ
つ
あ
る
の
か
の
研
究
が
必
要
で
あ

る
。⑶　

本
土
資
本
の
辺
疆
地
域
進
出
の
形
態
問
題

　

資
金
、
管
理
者
・
技
術
者
、
一
般
作
業
員
ま
で
ワ
ン
セ
ッ
ト
で
辺

疆
地
域
の
鉱
山
区
に
進
出
し
、
そ
こ
に
点
在
す
る
伝
統
社
会
と
無
関

係
な
漢
民
族
社
会
や
小
都
市
を
つ
く
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
は
現

地
住
民
か
ら
す
る
と
、
一
種
の
コ
ロ
ニ
ー
の
形
成
で
あ
る
。
こ
の
数

年
、
ア
フ
リ
カ
、
中
近
東
、
南
米
な
ど
へ
の
中
国
国
有
企
業
の
進
出

が
目
立
つ
が
、
開
発
企
業
は
開
発
用
機
械
や
資
材
を
本
国
か
ら
持
ち

込
む
の
み
な
ら
ず
、
そ
こ
で
働
く
一
般
労
働
者
を
連
れ
て
行
き
、
現

地
の
雇
用
効
果
は
極
め
て
薄
い
。
彼
等
の
食
事
の
食
材
生
産
を
行
う

農
民
ま
で
連
れ
て
行
っ
て
、
鉱
区
そ
の
も
の
が
一
つ
の
コ
ロ
ニ
ー
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
形
態
は
中
国
国
内
の
本
土
資
本
に
よ
る
国
内
辺

疆
地
域
へ
の
資
源
開
発
形
態
の
延
長
上
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。
フ
ラ
ン
ス
あ
た
り
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
や
学
者
は
こ
れ
を

中
国
に
よ
る
新
植
民
地
主
義
と
定
義
づ
け
る
人
さ
え
出
て
い
る
。

　

本
土
資
本
の
辺
疆
進
出
の
形
態
を
こ
の
視
点
か
ら
研
究
す
る
必
要

が
あ
る
。

⑷　

外
交
上
の
新
し
い
問
題

　

こ
の
一
、二
年
の
中
国
国
内
の
軍
関
係
者
や
一
部
学
者
の
間
で
、

チ
ベ
ッ
ト
、
新
疆
、
台
湾
、
南
シ
ナ
海
は
中
国
の
“
核
心
的
利
益
”

の
場
で
あ
る
と
い
う
主
張
が
出
始
め
た
。“
中
国
に
は
海
は
あ
る
が

洋
は
な
い
”
と
か
、
太
平
洋
の
西
半
分
へ
の
海
軍
の
進
出
と
い
う
海

軍
軍
拡
論
者
の
主
張
と
ど
う
関
係
す
る
の
か
、
や
は
り
外
交
上
、
軍

事
上
の
問
題
と
し
て
論
究
が
必
要
で
あ
る
。
経
済
的
に
海
産
資
源
と

鉱
物
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
海
域
の
た
め
の
シ
ー
レ
イ
ン
確
保
と
い

う
経
済
上
の
問
題
と
外
交
上
・
軍
事
上
の
問
題
と
の
関
係
を
注
視
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
〉
2
〈
る
。

　

二
〇
一
〇
年
九
月
に
発
生
し
た
尖
閣
列
島
海
域
で
の
日
本
の
巡
視

船
と
中
国
漁
船
と
の
衝
突
事
件
は
こ
の
新
し
い
動
き
の
一
環
で
あ
る

か
否
か
に
注
目
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

㈡
　
辺
疆
の
資
源
獲
得
が
共
産
党
の
六
十
有
余
年
の
対
少
数

民
族
政
策
史
に
も
つ
意
味

　

筆
者
は
二
一
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
の
本
土
資
本
の
対
辺
疆
資
源
獲

得
の
本
格
化
は
、
対
少
数
民
族
政
策
の
な
か
で
第
三
段
階
に
入
っ
た

と
み
て
い
る
。

　

第
一
段
階
は
ほ
ぼ
一
九
六
〇
年
代
中
期
ま
で
で
、
第
一
は
軍
事

的
・
政
治
的
に
少
数
民
族
地
区
を
制
圧
し
、
近
隣
諸
国
と
の
間
で
中

国
領
土
と
し
て
囲
い
込
ん
だ
時
期
で
あ
る
。
こ
の
最
大
の
も
の
が
一

九
五
九
年
の
チ
ベ
ッ
ト
反
乱
の
鎮
圧
で
あ
る
。
国
境
の
確
定
は
一
九



図２　新疆の漢民族が占める人口構成比

出所：『新疆四十年 1955‒1995』綜合部分、484、485頁。
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六
〇
年
代
前
半
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ネ
パ
ー

ル
、
モ
ン
ゴ
ル
な
ど
と
の
間
で
協
定
に
こ

ぎ
つ
け
た
。

　

第
二
は
共
産
党
が
五
〇
年
代
に
も
っ
て

い
た
解
放
の
側
面
で
あ
る
。
漢
族
に
対
し

て
は
大
漢
族
主
義
の
批
判
、
少
数
民
族
社

会
に
対
し
て
は
そ
れ
ま
で
の
統
治
階
級
の

一
掃
で
あ
る
。
伝
統
的
に
漢
族
は
少
数
民

族
を
人
間
と
み
ず
、
野
獣
と
み
な
し
て
き

た
。
少
数
民
族
を
け
も
の
扁
を
つ
け
て
呼

称
し
て
き
た
。
そ
れ
を
に
ん
べ
ん
に
直

し
、
漢
族
の
意
識
改
革
の
政
策
を
と
っ

た
。
少
数
民
族
社
会
の
統
治
階
級
の
一
掃

に
つ
い
て
は
上
層
部
に
限
定
さ
れ
た
。

　

こ
の
第
一
段
階
で
行
っ
た
第
三
は
、
本

土
の
矛
盾
を
少
数
民
族
地
区
に
押
し
つ
け

る
政
策
で
あ
る
。
人
民
解
放
軍
、
国
民
党

敗
残
兵
、
都
市
の
失
業
者
な
ど
が
辺
疆
諸

省
・
自
治
区
に
送
ら
れ
た
。
内
蒙
古
、
黒

龍
江
省
、
新
疆
、
青
海
が
多
か
っ
た
。
そ

の
中
で
最
も
強
力
な
の
が
建
設
兵
団
で
あ

る
。
こ
れ
を
図
２
・
図
３
で
示
す
。
図
２

の
Ａ
線
、
全
人
口
に
占
め
る
漢
族
人
口
比



図３　建設兵団の入植地の水路

出所：新疆維吾爾自治区測絵局編製『新疆維吾爾自治区地
図冊』成都地図出版社、1994年、15頁。
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が
五
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
に
か
け
て
急
速
に
上
昇
し
て
い
る
の

は
、
大
量
の
人
口
移
動
に
よ
る
。
建
設
兵
団
人
口
比
が
一
九
七
六
年

か
ら
三
年
間
縮
小
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
と
き
ソ
連
軍
が
攻
め
込
む

と
い
う
噂
が
た
っ
て
漢
族
が
本
土
に
逃
げ
た
た
め
で
あ
る
。

　

図
３
は
石
河
子
市
周
辺
に
移
住
し
た
建
設
兵
団
が
作
っ
た
水
路
地

図
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
広
大
な
土
地
に
漢
族
の
建
設
兵
団
が
入
る

と
、
過
疎
な
が
ら
こ
こ
で
生
き
て
い
た
牧
民
た
ち
は
草
原
と
水
を
奪

わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

第
二
段
階
は
一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て
で
、

社
会
主
義
改
造
の
名
の
も
と
に
共
産
党
の
権
力
が
末
端
に
ま
で
浸
透

し
た
時
代
で
あ
る
。
教
育
の
普
及
と
と
も
に
漢
語
教
育
が
先
行
し
、

言
語
破
壊
が
発
生
し
た
。
こ
れ
と
同
時
に
少
数
民
族
の
伝
統
的
生
活

と
文
化
が
破
壊
さ
れ
て
い
っ
た
。
と
く
に
文
化
大
革
命
期
に
は
旧
指

導
者
や
知
識
人
の
抹
殺
ま
で
起
っ
〉
3
〈

た
。
こ
れ
を
修
正
し
た
の
が
一
九
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八
四
年
二
月
中
共
中
央
書
記
処
が
開
催
し
た
「
チ
ベ
ッ
ト
工
作
座
談

会
」
で
、“
チ
ベ
ッ
ト
の
民
族
文
化
を
尊
重
す
べ
き
で
あ
る
”
こ
と

と
“
統
一
戦
線
の
工
作
対
象
を
解
放
前
後
に
チ
ベ
ッ
ト
で
地
位
が
あ

り
、
影
響
力
の
あ
る
軍
政
・
民
族
・
宗
教
界
の
上
層
愛
国
人
士
な
ど

を
ふ
く
む
広
範
な
人
々
に
拡
大
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
”
こ
と
を
決

定
し
て
い
〉
4
〈

る
。
チ
ベ
ッ
ト
に
対
し
て
こ
の
よ
う
な
決
定
を
し
た
こ
と

は
他
の
民
族
地
域
で
も
同
様
の
緩
和
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
三
段
階
は
一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
今
日
ま
で
で
、
主
に
エ
ネ

ル
ギ
ー
開
発
と
鉱
山
開
発
が
こ
と
の
ほ
か
活
発
に
な
っ
た
時
期
で
あ

る
。
資
源
開
発
が
共
産
党
の
最
大
関
心
事
と
な
り
、
広
範
囲
の
鉱
区

が
政
府
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
広
さ
は
先
述

し
た
表
16
で
示
し
た
と
お
り
、
な
み
の
広
さ
で
は
な
い
。
こ
れ
だ
け

広
範
囲
に
土
地
が
鉱
区
と
し
て
囲
い
込
ま
れ
る
と
、
そ
の
中
に
居
住

し
て
い
る
少
数
民
族
は
排
除
さ
れ
る
。
人
口
稀
薄
で
あ
っ
て
も
、
砂

漠
や
三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
の
山
岳
地
以
外
の
と
こ
ろ
で
は
必
ず

少
数
民
族
の
集
落
は
点
在
す
る
。
彼
等
を
追
い
出
す
こ
と
に
な
る
。

他
方
で
本
土
か
ら
進
出
し
て
き
た
鉱
山
開
発
資
本
は
管
理
職
・
技
術

者
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
一
般
労
働
者
さ
え
つ
れ
て
き
て
、
小
鉱
山

都
市
や
町
を
つ
く
る
。
鉱
区
周
辺
の
既
存
の
都
市
に
も
鉱
山
関
係
の

仕
事
に
従
事
す
る
漢
族
が
異
様
に
増
加
し
、
街
は
漢
語
の
看
板
で
溢

れ
る
。
既
存
の
少
数
民
族
主
体
の
都
市
は
か
く
し
て
漢
族
化
し
、
そ

こ
の
民
衆
の
伝
統
的
生
活
、
文
化
は
隅
に
追
い
や
ら
れ
る
。
こ
れ
に

抵
抗
す
る
者
に
は
国
家
分
裂
罪
が
適
用
さ
れ
る
。
社
会
秩
序
維
持
の

た
め
、
武
装
警
察
の
数
が
増
え
る
。

　

共
産
党
は
少
数
民
族
の
抵
抗
や
非
協
力
が
発
生
し
た
と
き
、
お
そ

ら
く
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
こ
れ
だ
け
増
え
た
と
か
テ
レ
ビ
普
及
率

が
こ
れ
だ
け
上
昇
し
て
い
る
で
は
な
い
か
と
宣
伝
す
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
伝
統
的
文
化
や
言
語
、
伝
統
的
生
活
様
式
そ
の
も
の
が
破

壊
さ
れ
る
と
き
は
新
し
い
怨
念
が
生
ま
れ
る
。
宗
教
そ
の
も
の
が
全

生
活
を
律
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
伝
統
文
化
や
言
葉
が
破
壊
さ
れ

た
と
き
に
発
生
す
る
怨
念
は
物
的
生
活
の
向
上
で
は
消
し
さ
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
資
源
開
発
を
テ
コ
に
し
て
滔
々
と
し
て
流
入
し
て
く

る
漢
族
と
漢
字
そ
の
も
の
に
対
す
る
怨
念
は
長
い
将
来
に
わ
た
っ
て

よ
り
重
く
心
に
沈
澱
し
て
い
く
こ
と
を
み
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

筆
者
は
三
十
数
年
前
ア
メ
リ
カ
で
黒
人
の
公
民
権
運
動
に
参
加
し

て
い
た
あ
る
ア
フ
リ
カ
系
知
識
人
が
言
っ
た
言
葉
、“
我
々
の
祖
先

は
奴
隷
と
し
て
ア
メ
リ
カ
に
連
行
さ
れ
て
き
た
、
そ
の
子
孫
の
我
々

の
生
活
は
見
違
え
る
ほ
ど
物
的
に
は
向
上
し
た
が
、
我
々
に
残
さ
れ

た
も
の
は
皮
膚
の
色
と
差
別
だ
け
だ
”
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。
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